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マグノリア グループホーム 第５回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和２年１月１７（金）１４：３０～１５：３０ 

開催場所 グループホームマグノリア 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族 １名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 １名 行政（市長寿社会課） ０名 

    

事業所 

出席者 

施設長 グループホーム職員 ２名 

グループホーム管理者  

欠席者 行政（市長寿社会課）1 名 

 

 開会 

 

 利用状況報告について 

１/1６現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（３名） 女性（１５名） 

要介護１（１名） 要介護２（７名） 要介護 3（６名） 

要介護４（１名） 要介護 5（３名） 平均介護度（2.９） 

年齢（平均 ９1.７歳）（最高齢 １００歳、最若齢 ８1 歳） 

    れもんの家～要介護１（１名） 要介護２（2 名） 要介護３（３名） 要介護４（１名） 要介護５（２名） 

    すみれの家～要介護１（０名） 要介護２（５名） 要介護３（３名） 要介護４（０名） 要介護５（１名） 

 

 １１、１２月の状況報告 

  11/11 N 様（男性）腎不全にて入院 12/23 退所 

  11/14～12/3 H 様（女性）短期入所利用 

  12/5 I 様（女性）短期入所利用中 

  12/19 Ⅿ様（女性）転倒骨折にて入院 

  12/24 Ｗ様（女性）入所 

 

 事業所活動報告について 

（１）１１、１２月活動状況 

・ 別紙参照 

 

（２）職員研修会等 

  １２月 人権研修 

 

   ＜毎月定例してあるもの＞ 

    ・1 日：運営会議 ・１7 日：職員全体会 

    ・第２月曜：リスク委員会 ・第３金曜：サービス向上委員会 
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    ・第４月曜：在宅サービス課・通所課合同会議 ・月末：グループホーム係会議 

 

 ひやりハット報告について 

（１）ひやりハット（１１月：８件、１２月：７件 

※ヒヤリハットは事故が起こる前に気付いたこと、起こっても利用者には変化がなかった場合のこと 

 転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者利

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

１１月 ５ 0 １ １ ０ ０ 0 １ ０ ０ 

１２月 ６ ０ ０ ０ 0 １ 0 ０ ０ ０ 

 

（２）事故（１１月：０件、１２月：３件） 

※事故とは起きてしまい利用者の観察が必要または治療が必要になったこと 

 転倒 

転落 

ずり落ち 

しりもち 

喉詰め・誤

飲・誤嚥 
誤薬 離所 業務ミス 

その他 

（表皮剥離） 
医療 

１１月 ０ ０ ０ ０ 0 0 ０ 0 

１２月 ２ ０ １ 0 0 0 ０ 0 

 

 ヒヤリハットと事故について、その他、意見交換 

・ヒヤリハット、事故ヒヤリについて： 

 ・「足を動かしているうちにカバーが巻き付いていた。」と言う状況について説明を求められる。 

 →掛け布団の包布が３点結びをする方式であり、結び目と結び目の間が開いており足が入る事がある 

  事を説明する。 

 ・車椅子が前にのめり後輪が浮くとか、みかんの皮を食べてしまう事もあるのかと、そういう事例に 

  ついて聞かれる。 

 →普段は無いのだが、傾眠強いと起こる事があると分かり、周知した事やみかんの皮も剥かれたので 

  大丈夫と思ったが起こってしまった事を伝える。 

・その他： 

 ・平均年齢が９１.７歳と言うのは凄いなと、活動も難しいのだろうとおもうが、活動報告みると、そ 

  の中で出来る事をされており凄いなと思いましたと感想あり。 

 →活動もなかなかだが、家族の意向もあり出来る範囲で行っている事を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回開催予定：令和２年３月１３日（金）１３：３０～ 


